
3.平 成23年 度 で終了 した計画研究

旧世界ザルの変異性 と進化に関す る多面的アプローチ

実施予定期間:平 成21～23年 度

課題推進者:高 井正成,西 村剛,江 木直子,マ イク ・ハ フマ ン,毛 利俊雄

本計画研究は、旧世界ザル類(オ ナガザル科)の 変異性 と進化に関して、様 々な分野か らの多面的なアプローチ

による研究 を目指 して行った。オナガザル科のサル はオナガザル亜科 とコロブス亜科の二つのグループか らなるが、

その形態・食性 ・行動パターンなどに大きな変異 が存在す る。こ ういった 旧世界ザルの多様性 とその進化に関して、

様々な研究分野の手法を用いて研究を推進 した。研究対象は現生種 と化石種の両方にまたが り、頭骨 ・下顎骨 ・歯 ・

椎骨 ・足根骨 ・大腿骨 など、様々な部位の形態 についての研究が行われた。伝統的なノギスを使った計測、最近の

流行 である接触型 の3次 元計測器を用いた幾何学的形態計測、X線CTを 用いた骨内部の構造解析、洞窟 内のサル

の骨格化石 と糞の分析 など、多岐にわたる手法が用い られた。これ らの研究結果の一部は、平成23年3.月7～8日

に開催 された共同利用研究会 「CTを 用いた霊長類研究の新展開」で発表 された。

研究実施者

く平成21年 度 〉

小藪大輔(東 京大 ・院 ・理学系)「 現生および化石 コロブス類における進化形態学的研究」

東 華岳(岐 阜大 ・医学研究科)「 霊長類椎骨 にお ける三次元画像の電脳解析」

近藤信太郎(愛 知学院大 ・歯 ・解剖)「 旧世界ザル下顎骨外側面にみ られる隆起 の種間変異」

二神千春(愛 知学院大 ・院 ・歯)「 ニホンザル にお ける上顎乳臼歯、小臼歯、大臼歯の歯冠サイズの関係」

姉崎智子(群 馬県博)「 考古遺跡出土ニホンザルの骨形態の地理的変異に関す る研究」

〈平成22年 度 〉

東 華岳(岐 阜大 ・医学研究科)「 霊長類大腿骨頸部における三次元画像の電脳解析」

姉崎智子(群 馬県博)「 現生および考古遺跡出土ニホンザルの骨形態変異 に関する研究」

小藪大輔(京 都大 ・総合博)「 現生および化石 コロブス類における進化形態学的研究」

城 ヶ原ゆ う(岡 山理大 ・院 ・総合情報)「 霊長類の踵骨及び距骨における個体発生」

張 穎奇(中 国科学院 ・古脊椎動物/古 人類研)「 中国広西か ら産出 した前期更新世マカクの全身骨格化石の

比較解剖学 と機能解剖学的研究」

矢野 航(京 都大 ・理)「 オナガザル族の聴覚器官の機能形態学的進化に関す る研究」

近藤信太郎(愛 知学院大 ・歯 ・解剖)「 オナガザル亜科の下顎骨外側面にみ られ る隆起の加齢変異」

〈平成23年 度 〉

小藪大輔

鍔本武久

姉崎智子

東 華岳

柏木健 司 ・阿部勇治 ・瀬之 口祥孝(富 山大 ・理工学部)

(京都大 ・総合博)「 現生お よび化石オナガザル類 における進化形態学的研究」

(林原生物化学研 ・古生物セ ンター)「 現生旧世界ザル における距骨 の変異 と化石への応用」

(群馬県博)「 現生および考古遺跡出土ニホンザルの骨形態変異 に関する研究」

(岐阜大 ・医学研究科)「 霊長類椎骨の外部形状 と内部構造の統合解析」
「異なる気候下におけるニホンザル化石の骨体形質比較」

(文責:高 井正成)

4.共 同利用研 究会

第12回 ニ ホ ンザ ル 研 究 セ ミナ ー

日時:2011年6.月11日 ・12日

場所:京 都大学霊長類研究所大会議室

研究会世話人:半 谷吾郎,辻 大和(京 大 ・霊長類研究所)

ニホンザル研究セ ミナーは、これ まで過去9年 に渡って、共同利用研究会や 自主的な集会 として実施 してきた。

この研究会では、ニホンザルを対象 としたフィール ドの研究者が、交流 し討論できる場 を作ることを 目的 としてい

る。第12回 目となる今 回も若手研究者の方 に修士課程や博士課程での研究成果 を中心に発表 をお願い し、中堅・
ベテラン研究者が、それに対 して コメン トす るとい うスタイルで行われた。また、ポスター発表 を公募 し、修士 ・

博士論文の途中経過 などについて発表 して もらう機会を設 けた。48名 の方 に参加いただき、活発 な議論 をす るこ

とができた。

<プ ログラム>

6月ll日(土)

12:58～13:00挨 拶 半谷吾郎(京 都大学 霊長類研究所)

13:00～14:00斎 藤昌幸(横 浜国立大学大学院 環境情報学府)都 市から森林に至る景観傾度 と野生哺乳類
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14:00～15:00中 村大輔(岐 阜大学大学院 連合農学研究科)都 市近郊地域におけるニホンザルによる被害意識の

実態

15:00～15:15休 憩

15:15～16:15坂 牧はるか(岩 手大学大学院 連合農学研究科)冷 温帯林にお けるニホンザル野生群の冬期森林利用

に関す る空間的評価

16:15～17:15AndrewMaclntosh(京 都大学 霊長類研究所)Epidemiologyofnematodeparasiteinfectionamongwild

Japanesemacaques:heterogeneityintheexternalandinternalenvironments

l7:15～18:00ポ スター発表

18:00～20:15懇 親会

6.月12日(日)

9:00～10:00大 谷洋介(京 都大学 霊長類研究所)ニ ホンザル雄 の集団か らの一時離脱行動:採 食、繁殖戦略の

観点か ら コメンテータ:中 川 尚史(京 都大学大学院 理学研究科)

10:00～ll:00鈴 木南美(京 都大学 霊長類研究所)遺 伝子 ・細胞 ・個体 レベルからみたニホンザルの苦味感覚 コ

メンテー タ:河 村正二(東 京大学大学院 新領域創成科学研究科)

ll:00～ll:10休 憩

11:10～12:10上 野将敬(大 阪大学大学院 人間科学研究科)勝 山ニホンザル集団における毛づ くろいの駆 け引き

と互恵性 コメンテー タ:小 川秀司(中 京大学)

ポスター発表

P-1望.月 翔太(新 潟大学大学院 ・自然科学研究科)景 観構造の違いがニホンザルの農地侵入 に与 える影響

P-2金 谷翔太(新 潟大学大学院 ・自然科学研究科)ニ ホンザルの管理 を目的 とした堅果類のマ ッピング

P-3増 問拓也(長 岡技術科学大学 ・生物機能工学専攻)動 物専用周波数帯を利用 したニホンザルの リアルタイムモ

ニタリングシステム

P-4勝 野吏子(大 阪大学大学院 ・人間科学研究科)ワ カモ ノ期ニホンザルにおける母娘関係 と成体 との毛づ くろい

関係 の形成

P-5海 老原寛 ・高槻成紀(麻 布大学大学院)農 地を利用するようになったニホンザル群の群落利用

(文責:半 谷吾郎)

「社会行動 と脳 一 イ メー ジング と分子一」

日時:2012年2月2日(木)・3日(金)

場所:京 都大学霊長類研究所大会議室

研究会世話人:中 村克樹,高 田昌彦,宮 地重弘,大 石高生

ヒ トを頂点 とした複雑な社会行動は霊長類の行動特性である。こうした社会行動の基にな る神経機序が、徐 々に

科学的に明らかにされてきている。大きく二つの研究分野がある。その一つはfMR[を 中心 としたヒ トの脳機能イ

メージング研究である。もう一つは、オキシ トシンを中心 としたホルモ ンの行動への影響を調べる研究である。今

後の霊長類研究の大 きなテーマ となるであろう社会行動 と脳機能の関係 を、世界の トップレベルで研究 している研

究者 に参加いただき、今後特にサル類で行っていくべ き研究の方針 を検討す る目的で開催 した。げっ歯類からヒ ト
への橋渡 しとしての役割 、ヒ トにみ られ る行動の神経機序を調べる対象 としての役割、創薬研究 における役割等、

サル類の役割が明 らかにできた。おお よそ40名 の方に参加 いただき、活発な意見交換や議論ができた。

<プ ログラム>

2月2日

13:00～13:05挨 拶 中村克樹(京 都大学 霊長類研究所)

1部 オキシ トシン 座長:中 村克樹(京 都大学 霊長類研究所)

13:05～13:50松 井秀樹(岡 山大学大学院 医歯薬学総合研究科)「 脳内ホルモ ン ・オキシ トシンによる不安情動 ・

うっ症状の制御」

13:50～14:35富 澤一仁(熊 本大学大学院 生命科学研究部)「 オキシ トシンによる代謝制御」

14:35～15:20西 森克彦(東 北大学大学院 農学研究科)「 遺伝子変換マ ウスモデル を用いた中枢性オキシ トシン受

容体の機能解析」

15:35～16:05中 村克樹(京 都大学 霊長類研究所)「 マーモセ ッ トの親行動 におけるオキシ トシンの影響」

16:05～16:50東 田陽博(金 沢大学大学院 医学系研究科)「CD38に よるオキシ トシン分泌制御、社会性行動 と自

閉症」

2月3日

2部 イ メージング 座長:宮 地重弘(京 都大学 霊長類研究所)

9:30～10:15尾 上浩隆(独 立法人 理化学研究所 分子イメージング科学研究セ ンター)「 サル認知 ・社会行動にお
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ける脳機能のPETイ メージング解析」

10:15～ll:00泰 羅雅登(東 京医科歯科大学)「 脳活動か ら心を読み取る」

ll:00～ll:45飯 高哲也(名 古屋大学大学院 医学系研究科)「 社会脳 における扁桃体の役割」

ll:45～12:30松 元健二(玉 川大学 脳科学研究所)「 ヒ トの動機づけの脳機能イ メージング」

(文責:中 村克樹)

「行動特性を支配す るゲノム基盤 と脳機能の解明」

日時:2012年3.月2日(金)13:30～3.月3日(土)15:00

場所:京 都大学霊長類研究所大会議室

研究会世話人:高 田昌彦

行動特性の面か らヒ トとサル を比較すると、ヒ トで疾患型の行動がサルでは一般的な行動 と捉えられ、逆に ヒト

で一般的な行動がサルでは異常な行動 と捉 えられる、とい う興味深い事象がある。類似 の事象はゲノムレベルにお

いても確認 されている。行動 とゲノムをキーワー ドにして このよ うな ヒトとサルの相互関係 を解析することは、ヒ

トの行動特性、精神 ・神経疾患のメカニズム、さらに、人類の進化の中で 「ヒトとは何 か」を解明するための重要

な糸 口となる可能性を秘めている。平成23年 度か ら開始された共同利用・共同研究プロジェク トの計画研究 「行動

特性を支配す るゲノム基盤 と脳機能の解明」では、(1)主にマカク類を用いたゲノムの網羅的解析 を実施 し、多様 な

行動特性を示す 自然発生的遺伝子変異モデルをゲノム レベル と脳機能 レベルで解析する、(2)精神科領域 と連携 して、

脳病態ゲノム多型 と中間表現型 に関するデータベースを活用 し、精神疾患に関連する リスク遺伝子 をマカク類にお

いて網羅的に検索す る、(3)ゲノム情報 に基づいて人為的遺伝子改変モデルを作出し、その行動特 性と脳活動を解析

する、といった研究を展開 している。本共同利用研究会は、このよ うな計画研究の研究グループを中心に して、行

動特性 を決定するゲノム、ゲノムが制御す る脳機能、脳機能が規定する行動特性 とい う生物学的 トライアングル の

実体 を明 らかにす ることを 目的として開催 された。研究所 内外か ら約50名 の参加者を得て、活発な情報交換、意

見交換、および個々の研究計画や研究成果に関す る議論を行った。

<プ ログラム>

3月2日(金)

13:30～13:45高 田昌彦(京 都大学 霊長類研究所)挨 拶

13:45～14:15平 井啓久(京 都大学 霊長類研究所)早 老症モデルニホンザルの細胞分裂(繊 維芽細胞)

14:15～14:45ア レクシチ ・ブランコ(名 古屋大学大学院医学系研究科)Copynumbervariationinschizophreniainthe

Japanesepopulation

l4:45～15:15郷 康広(京 都大学 霊長類研究所)サ ル行動ゲノム多型の検索 と解析一全ゲノム ・エ キソーム ・

トランスクリプ トーム解析 による多型情報整備一

15:15～15:45河 村正二(東 京大学大学院 新領域創成科学研究科)霊 長類 自然集団に対する感覚関連遺伝子の多

様性 と適応進化の検証

15:45～16:00一 ブレイ ク ー

16:00～16:30大 石 高 生

16:30～17:00中 村 克 樹

17:00～17:30岡 本 宗 裕

17:30～18:00今 井 啓 雄

3.月3日(土)

9:30～10:00尾 崎 紀 夫

(京都大学

(京都大学

(京都大学

作製

(京都大学

霊長類研究所)マ カクの脳機能への挑戦:遺 伝子発現の加齢変化 と行動テス ト

霊長類研究所)マ ーモセ ッ トの社会行動

霊長類研究所)霊 長研 のマカ ク類に見 られ る変異 ・行動異常 とモデル系統の

霊長類研究所)霊 長類苦味受容体の分子生物学的解析

(名古屋大学大学院 医学系研究科)精 神科臨床 のニーズに応 える研究成果:霊 長類を用

いた基礎研究 と精神科臨床研究の連携 によるTheValleyofDeathの 克服を 目指 して

10:00～10:30橋 本亮太(大 阪大学大学院 連合小児発達学研究科)分 子 ・脳機能 ・精神疾患 を結ぶ新 しいアプロ
ーチー ヒ ト脳表現型 コンソーシアム

10:30～ll:00岩 田仲生(藤 田保健衛生大学 医学部)精 神疾患研究 にお けるゲ ノム医科学の可能性

11:00～11:15一 ブレイ ク ー

ll:15～ll:45泰 羅雅登(東 京医科歯科大学大学院 医歯学総合研究科)高 齢者用認知機能検査 と脳活動の関係

11:45～12:15佐 藤宏道(大 阪大学大学院 医学系研究科)ネ コ初期視覚系における受容野周囲抑制 と方位選択性

12:15～12:45南 部 篤(生 理学研究所)神 経活動を記録することによ り、大脳基底核疾患の病態 に迫 る

12:45～13:30一 昼食 一

13:30～14:00星 英司(東 京都 医学総合研究所)感 覚情報に基づ く行動制御 における前頭連合野の役割

14:00～14:30清 水貴美子(東 京大学大学院 理学系研 究科)長 期記憶形成 と概 日リズムの機能連関におけるSCOP

の役割

14:30～15:00小 林和人(福 島県立医科大学 医学部)脳 内遺伝子導入技術 を利用 した行動 と脳機能の研究

(文責:高 田昌彦)
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アジアの霊長類の保全 と社会生態研究に関す る近年の新たな展開

日時:2012年3月10日(土)・ll日(日)

場所:愛 知県犬 山市官林 京都大学霊長類研究所大会議室(参 加人数:約50人)

世話人:古 市剛史,MAHuffman,半 谷吾郎,橋 本千絵,辻 大和

現在、ニホンザル を含む 日本の野生獣類 の個体数管理 は大きな曲が り角 を迎えてい る。各地で被害問題が拡大 し、

これまでの政策が見直 しを迫 られているからである。ニホンザル以外のアジアの霊長類各種 も、生息地の破壊や人

との軋櫟な ど、さまざまな問題 を抱えてい る。本研究会では、ニホ ンザルを含むアジアの霊長類 について、ここ

10年 程度の生態学的研究の新 たな展開を総括 し、研究面、保全面での次への展望 を模索 した。

<プ ログラム>

3.月10日

13:00～13:05趣 旨説明:古 市剛史

くアジアの霊長類(1)〉 座長:渡 邊邦夫

13:05～13:40川 本 芳(京 都大学 霊長類研究所)南 アジアの霊長類の系統地理研究

13:40～14:15濱 田 穣(京 都大学 霊長類研究所)東 南アジアの霊長類 、特にマカクの多様性研究

14:15～14:50親 川千紗子(東 北大学大学院 農学研究科)東 南アジアにおける野生テナガザルの音声 コミュニケ
ーション研究

くアジアの霊長類(2)〉 座長:川 本芳

15:00～15:35半 谷吾郎(京 都大学 霊長類研究所)マ レー シア ・ダナムバ レーの レッ ドリーフモ ンキーの食性

とフォールバ ック食物

15:35～16:10三 谷雅純(兵 庫県立大学 自然 ・環境科学研究所)二 次植生 と繊維食性霊長類の食性:海 洋 に面

す る孤立 したハ ビター トの持っ意味

16:20～16:55松 村秀一(岐 阜大学 応用生物科学部)進 化生物学か らみたスラウェシマカク

16:55～17:30丸 橋珠樹(武 蔵大学 人文学部)タ イ ・カオクラプックのべニガオザルの社会 と生態

3.月ll日

くニホンザル(1)〉 座長:辻 大和

9:30～10:05江 成広斗(宇 都宮大学 農学部)人 口減少社会におけるニホンザル個体群管理の現状 と課題

10:05～10:40宇 野壮春(宮 城 野生動物保護管理センター)東 北地方にお けるニホンザルの長期的な保護管理

を 目指 して

10:50～ll:25松 岡史朗(下 北半島のサル調査会)下 北半島のサル ー過去 ・現在 ・未来一

ll:25～12:00赤 座久明(富 山県立人尾高等学校)ニ ホンザルの遺伝的多様性保全 と保護管理計画

くニホンザル(2)〉 座長:半 谷吾郎

13:00～13:35室 山泰之(兵 庫県立大学 自然 ・環境科学研究所)ニ ホンザル の保全 と管理一兵庫県における取

り組みについて

13:35～14:10大 井 徹(森 林総合研究所 生物多様性研究 グループ)ど う評価するニホンザル個体群 の絶滅危

険度一 レッ ドデータの現状 と今後

14:10～14:55総 合討論

14:55～15:00閉 会挨拶

(文責:古 市剛史)

第40回 ホ ミニゼ ー シ ョ ン研 究 会 「ドー パ ミンの役 割:運 動 機 能 か ら高次 機 能 へ 」

日時:2012年3.月15日(木)・16日(金)

場所:愛 知県犬 山市官林 京都大学霊長類研究所大会議室(参 加人数:約30人)

世話人:松 本正幸,高 田昌彦,中 村克樹

くプログラム>

3月15日(木)

寿

真

一
俊

吉

謙

貴

藤

上

田

橘

伊

井

疋
・木村幸太郎(大 阪大学

3月16日(金)
・松本正幸(京 都大学 霊長類研究所)

・榎本一紀(玉 川大学 ・脳科学研究所)

(生理学研究所)「Theventralpallidumencodesexpectedrewardvalueoffutureaction」

(沖縄科学技術大学院大学)「 報酬に基づ く意思決定のアル ゴリズム と線状体の情報表現」

(京都大学 霊長類研究所)「 霊長類 における黒質 ドーパ ミンニューロン選択的な遺伝子導入」

(京都大学 医学研究科)「 報酬 ・忌避行動における大脳基底核神経回路機構」

理学研究科)「 線虫の匂い忌避学習を制御す る ドーパ ミンの作用メカニズム」

「部位特異的な中脳 ドーパ ミン細胞 の活動 とその機能的役割」

「サル中脳 ドーパ ミン細胞による、異 なった時間スケールでの将来報酬
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の価値 と誤差表現」
・松 田和郎(滋 賀 医科大学 ・医学部)「 中脳 ドーパ ミン細胞の形態 と考察:パ ーキンソン病の発症 に関与す る神

経基盤」
・南本敬史(放 射線医学総合研究所)「 ドーパ ミンとモチベーシ ョン:動 機付 け制御 とその障害か ら見えてきた

こと」

その欠乏が様々な精神 ・神経疾患の原因 となることか らもわかるように、ドーパ ミンはヒ トの高次脳機能を実現

す るために重要な神経伝達物質である。一方、昆虫や魚類などの神経系にも ドーパ ミンは存在 し、摂食や逃避行動

など、生命維持に とって必須な機能への関わ りが報告 されてお り、その機能を画一的に捉 えることは難 しい。特に、

ドーパ ミン産生細胞の神経連絡は、ヒ トで最 も発達 した前頭連合野 と進化的に保存 され た大脳基底核 において強い

ことから、その役割の進化 的変遷 を知 ることは、認知や情動 など、我々の高次脳機能が進化の過程で どのよ うに発

達 してきたかを理解す る上で重要である。今回のホミニゼーション研究会では、げっ歯類や霊長類だけではなく、

線虫を用いて実験をおこなってい る研究者 も参加 し、学習や動機付 け、認知機能等への ドーパ ミンの役割 について

お互いの知見を持ちより、その機能の多様性や進化的変遷 について討論をおこなった。

(文責:松 本正幸)

「サ ル が 二 足 で 歩 く と き」

開催 日:2012年3.月17日(土)・18日(日)

場所:京 都大学霊長類研究所 大会議室(参 加人数:約40人)

世話人:平 崎鋭矢,濱 田穣,古 市剛史,宮 地重弘,毛 利俊雄,森 大志(山 口大)

「直立二足歩行 の起源 と進化」を考 える時、問題は大 きく3つ に分かれ る。二足歩行 を可能に した身体構造や脳

機能 はどのようなものか、二足性は何をきっかけにどういった状況で獲得 されたのか、二足性獲得後の歩行は どの

よ うに洗練 されていったのか。 さらに、これ らのイベ ン トがいつ起こったのかとい う問いが4つ 目として加 わる。

こ うした疑問に対 して、それぞれ、機能形態学 と神経科学、霊長類社会学 ・生態学、進化 ロボテ ィクス、古人類学

からのアプローチがな され、多 くの成果をあげてきた。 しかし、全体を見渡す論議、互いの成果を参照 ・補強 しあ

う考察は必ず しも十分にな されているとは言えない。二足歩行 とい う共通テーマの下に異なる立場で研究を行 って

い る多様 な分野の研究者が集ま り、最新 の成果に基づいて意見を交換することがこの研究会の 目的であった。

初 日はまず、霊長類研究所で40年 前に始まった霊長類 ロコモーシ ョン研究の流れを汲む講演3題 か ら始ま り、

続いて近年 目覚 しい成果をあげている神経科学的アプローチによる最新の成果の紹介がな された。懇親会では、質

疑応答や討論 の時間枠 には収ま りきれなかった質問や議論が活発になされた。二 日目には、フィール ド観察による

大型類人猿3種 のポジショナル行動 にっいての貴重な知見や、工学的手法による歩行 ・姿勢制御 のシ ミュレーショ

ン研究が紹介 され、さらに化石研究 を通 して全体 を見渡す視点が提供 された。昼食後に行われた総合討論 において

も、尽きることな く約40名 の参加者 による活発な議論 が行われた。ふだん互いの研究に接す ることの少 ない異分

野の研究者が共通のテーマで討論す る貴重な機会 となった。こ うした機会を一度 きりで終わ らせることな く、今後

も意見の交換 を継続 し、新 たなパ ラダイムを構築 していきたい。

<プ ログラム>

3.月17日(土)

13:00～13:10趣 旨説明 平崎鋭矢

二足歩行 の基盤～機能形態学の立場 から(座 長:毛 利俊雄)

13:10～13:40熊 倉博雄(大 阪大)体 幹運動の捕捉方法 とその機能的意義

13:40～14:20木 村 賛(東 京大)サ ル からヒ トの二足歩行を考える

14:20～14:50平 崎鋭矢(京 都大)足 圧 と足形態か らみたサル の二足歩行

二足歩行 の基盤～神経科学の立場か ら(座 長:宮 地重弘)

15:00～15:40高 草木薫(旭 川 医大)歩 行の神経生理学

15:40～16:20中 隣克 己(近 畿大)ト レッドミル歩行 に関連 したサルー次運動野の神経細胞活動

16:20～17:00森 大志(山 口大)ニ ホンザルの二足歩行学習

討論(座 長:平 崎鋭矢)

17:15～ コメンテーター:石 田英實(聖 泉大)、 日暮泰男(大 阪大)

懇親会(霊 長類研究所多 目的ホール)

18:00^-20:00

3.月18日(日)

何故立ち上がるのか、 どのよ うに歩 くのか～生態学の立場から(座 長:平 崎鋭矢)

9:00～9:40古 市剛史(京 都大)チ ンパンジー とボノボの ロコモーシ ョン:樹 上移動 と地上移動の種 問比較

9:40～10:20久 世濃子(京 都大)オ ランウータンのロコモーションの多様性 と、多様性 を生み出す要因
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二足歩行 の仮想進化～進化 ロボテ ィクスの立場か ら(座 長:森 大志)

10:30～ll:00野 村泰伸(大 阪大)柔 軟かつ ロバス トな直立姿勢の神経制御戦略

ll:00～ll:40荻 原直道(慶 応大)ニ ホンザルニ足歩行運動の順動力学 ・逆動力学シミュレーシ ョン

化石人類学の立場から(座 長:古 市剛史)

ll:40～12:20中 務真人(京 都大)初 期人類の二足歩行

総合討論(座 長:濱 田穣)

13:20～ コメンテーター:岡 田守彦(帝 京平成大)、 加賀谷美幸(京 都大)

(文責:平 崎鋭矢)

「第7回 犬 山比 較社 会認 知 シ ン ポ ジ ウム」

日時:2012年3.月24日(土)・25日(日)

場所:京 都大学霊長類研究所大会議室(参 加人数:約50人)

研究会世話人:友 永雅己,林 美里,伊 村知子,足 立幾磨,板 倉昭二(文 学研究科)

<プ ログラム>

3月24日(土)

13:00^-18:10

セ ッシ ョン1

森 裕紀

脇坂崇平

小川健二

妹尾武治

セ ッシ ョン2

渡辺創太

牛谷智一

後藤和宏

友永雅己

懇親会

3月25日(日)

9:00^12:40

セ ッシ ョン3

豊川 航

松元健ニ

セ ッシ ョン4

平井真洋

明和政子(教 育学研究科)

(大阪大学 ・工)「 触覚が導 く初期胎児行動発達構成論」

(理研 ・BSI・ 適応知性)「 代替現実システム とその認知心理実験装置 としての応用」

(ATR認 知機構研)「 行為認識に関わるミラーシステムの神経表象」

(九州大 ・工 ・学振PD)「XwithVection」

(京都大 ・文)「 ハ トの相対優位性&ニ ホ ンザルの絶対優位性」

(千葉大 ・文)「 オブジェク トベースの注意 の比較認知科学」

(京都大 ・生命科学系キャ リアパス形成ユニッ ト)「ゲシュタル ト比較心理学:創 発性への挑戦」

(京都大 ・霊長研)「 イルカか ら見た世界」

(北海道大 ・文)「 ロコミの伝達は集合知を生み出す か?」

(玉川大 ・脳研)「 脳 内の価値表現 とその変容」

(愛知県心身障害者 コロニー)「 バイオロジカルモーシ ョン知覚機構の機能的解剖:階 層的処理仮

説の検証 と発達による変化」

石島このみ(早 稲 田大 ・人間科学)「 乳児 と母親の くす ぐり遊びにおける相互作用:「 意図」の理解 と文脈 の共

有」

松 田佳 尚(JST-ERATO・ 岡ノ谷情動情報プロジェク ト)「乳幼児期における人見知 りのメカニズム」

明和政子(京 都大 ・教育)「 周産期か らの心の発達 とその生物学的基盤」

「犬 山比較社会認知シンポジウム」も今回で第7回 を迎えた。第3回 までは特定のテーマを設定 して開催 してき

たが、第4回 以降は、 トピックを限定することなく、認知科学に関す る多様な研究領域での最先端の研究の現状に

ついて、多 くの研究者 が分け隔てな く議論 し合 う場 を構成す ることを 目指 してきた。互いに関連す るとはいえ、実

験か ら観察に到 る多種多様 な方法論から生み出され る成果をそれぞれの立場から論 じ合 う場 として、学界において

もある一程度の認知 を獲得 してきた と自負 している。今回は、諸般の事情で、従来の12A開 催 から3月 の開催 と

なったため、参加者の減少が危ぶまれたが、予想以上の参加者にご参集いただけた。今回 もロボ ッ トからイル カま

で多様な対象に対す るそれぞれに興味深 い成果が報告 された。また、今回は、京都大学霊長類研究所思考言語分野

との共同利用研究の成果 についても、渡辺 、牛谷、後藤の3名 から報告があった。今後 とも共同利用研究の成果 を

この場で報告す る機会を増や してい きたい。今回は、準備 の都合で例年行 ってきたポスター発表 を行わなかった。

今後はまた再開したい。

(文責:友 永雅己)
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